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研究成果の概要（和文）：　本プロジェクトは、ポーランド=リトアニア連合王国（ロシア帝国西部諸県）、ハプスブ
ルク帝国、沿バルト地域を中心に、近世から現代にいたるネーション、およびナショナリズムの動態を分析してきた。
ここでは近世から20世紀にいたる各時代の政治社会におけるネーションの多次元的な機能と構成が分析された。近世期
のネーションは、多様な政治的、文化的文脈で構築され、さまざまな価値と関連付けられ、ネーション理解は単一の政
治社会に収斂しない。
　近代のネーションは政治社会における多様な交渉を全的に文脈化する傾向をもつ。本研究は個別研究と比較史の方法
で境界地域におけるこの過程を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：  Our research project focused on dynamism of constructing nation and nationalism 
in regions of former Polish Lithuanian Commonwealth (western provinces of Russian Empire and western Sovie
t republics, Habsburg Monarchy and the Baltic region.  Multidimensional functions and construction of nati
on is here analyzed in a given political society in each period from the early modern times up to the 20th
 century.  
  Early modern "nation" is constructed in manifold political andculturalcontext, related to various values
 such as political-dynastic, imperial, humanistic-intellectual, confessional, local, municipal, linguistic
,of estates, guilds and other corporations, etc.  The understanding of nation is not converged to a single
 political society.  Modern nation claims holistic contextualization of vairous negotiations in a politica
l society.  The project reveals this process in European borderlands by empirical case studies and compara
tive method. 
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１．研究開始当初の背景 
 本研究は、過去 10 年の国内外における
中・東欧史研究の質的・量的飛躍を総括し、
これを境界地域研究として再編し、新しい地
平を模索するものである。研究動向の特徴は
以下の点にある。 
(1) 20 世紀以前の中・東欧社会の文化的複合
性・多元性に大きな関心が寄せられるように
なった。特に中・東欧の都市社会を特徴づけ
た多言語的・多宗派的共存・並存の様態が明
らかにされることで、中・東欧の歴史学を規
定していた国民史の叙述法が相対化される
ことになった。さらに、宗派ネットワークや
文芸共和国の広がりと重なりのなかで、中・
東欧の多元性を理解する必要が明らかとな
った。 
(2) 中・東欧においては、こうした文化的複
合性のなかで、国民的帰属によって規定され
る市民的公共性の圏域が、相互に競合しなが
ら形成される過程が明らかにされた。ロシ
ア・ソ連史においても、国民形成と市民社会
化の問題が積極的に論じられるようになっ
た。 
(3) 第二次世界大戦中から戦後にかけての時
期に中・東欧で展開した人種主義的絶滅政策、
住民の難民化・強制移住についての実証研究
が急速に進展した。特にユダヤ人絶滅政策を
中・東欧という場で理解しようという動向が
強くなった。 
 これらの傾向を総括し、近世から現代への
長期的な展望を持ったヨーロッパの境界地
域史研究を構築する必要があった。 
 
２．研究の目的 
本「ヨーロッパ境界地域の歴史的経験とパト
リア意識／市民権」は、ヨーロッパの境界地
域における複合的なパトリア意識と市民権
の問題を、帝国研究、境界地域研究、記憶論
の成果に立って明らかにしようとした。ここ
では境界地域を、政治的・文化的・宗派的な
断裂がダイナミックに作用しながらも、共通
の空間・秩序意識が観察される場所ととらえ
る。本研究の目的は、ヨーロッパの東部境界
地域において、パトリア意識が複合性の下に
一つの全体として成立していた近世から、二
つの世界戦争によってそれが最終的に破局
を迎えた現代までを長期的動態のなかで検
討し、境界地域の歴史の分析・叙述方法を構
築することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、「パトリア」を政治的、身分
制的、文化的、宗派的文脈によって構築され
た帰属意識を支える空間概念として捉える。
「市民権」とは、公共善を実現するべきパト
リアへの積極的な参与を見込む権利として
考えられる。本研究は、パトリアと市民権を
鍵概念としながら、ヨーロッパの境界地域の
総合的把握を目的とするものなので、研究分
担者の個別研究と、全体を通した方法論的考

察、叙述法の模索は不可分の関係にある。従
って、研究分担者は、以下 3つの研究班を構
成して若手研究者を迎えながら個別研究を
推進する一方、それらを通史的・垂直にまと
めるよう、国外の研究者・研究機関の協力を
得て国際会議、ワークショップが行なって個
別研究の連携・洗練をはかり、成果を公開す
る。研究班 A「近世的パトリア概念の解明」
は、近世期のパトリア概念を政治的・文化的
断裂がダイナミックに作用する共通の空
間・秩序意識と捉えて分析する。B 班「国民
形成と市民権」は、市民権の概念と実践、国
民の社会の形成過程を近世からの連続性の
下に明らかにする。C 班「現代史における断
絶と記憶」は文化的複合性を持った境界地域
を破壊した 20 世紀の暴力とその記憶を分
析する。 
 
４．研究成果 
 本プロジェクトは、ポーランド=リトアニ
ア連合王国（ロシア帝国西部諸県）、ハプス
ブルク帝国、沿バルト地域を中心とするヨー
ロッパの境界地域において、近世から現代に
いたるネーション、およびナショナリズムの
動態を分析してきた。ここでは近世から 20
世紀にいたる各時代の政治社会におけるネ
ーションの多次元的な機能と構成が分析さ
れた。 
近世期のネーションは、多様な政治的、文
化的文脈で構築され、さまざまな価値と関連
付けられ、ネーション理解は単一の政治社会
に収斂しない。この様態の解明が、研究開始
当初、仮説的であったパトリア概念に相当す
るものとして評価できる。 
 近代のネーションは政治社会における多
様な交渉を全的に文脈化する傾向をもつ。19
世紀におけるリベラリズムによる政治秩序
の構築は、国民語による政治参加を要請し、
近代の市民社会は、歴史的には国民の社会と
して成立した。19 世紀後半から 20 世紀に至
る時期は、社会における政治的領域の拡大、
福祉国家を見通した私的領域の政治化によ
って特徴づけられる。これは、従来、政治参
加から排除された人々の解放への過程であ
ったと同時に、社会の諸局面での国民化が進
行することになった。 
 総力戦体制は、より広範な人々（原理的に
は社会の全構成員）の参加と動員を必要とす
る。それは徹底的な社会の「民主化」
democratization をもたらすとともに、私的
領域の極小化を意味することとなった。ここ
において、ネーションという場は、多元的な
交渉を全的に文脈化することになったので
ある。このことは、ネーションをめぐる表象、
イデオロギーの単一化を意味するものでは
ない。逆に、多様な競合、交渉、争いを文脈
化することによって、ネーション理解そのも
のは、無限に多様化していった。 
 本研究は個別研究と比較史の方法で境界
地域におけるこれらの過程を明らかにした。 
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Europe” (2010), Tokyo University for Foreign 
Studies, 2013, 119 （ Aohisma, “Between 
Indifference and Overreaction: A Note on 
“Narod Schools” in the Northwestern 
Provinces of the Russian Empire in the 
1860s”: 37-46, Komori, “Non-Territorial 
Autonomy and the Jews in Interwar Lithuania 
and Estonia”: 31-36, Koyama, ““A Battle 
between the Duchy and the Kingdom” - 
Remarks on the Orzechowski vs. Rotundus 
Controversy on the Polish-Lithuanian Union in 
1564-66”:  55-68, Kaji, “Research on the 
History of Lithuania at Vilnius University in 
the Early Nineteenth Century”: 47-53） 

  
⑧ 中嶋毅編（青島陽子、池田嘉郎ほか 14名
著）『新資料で読むロシア史』山川出版社、
2013、352（青島「大改革とグラスノスチ
――十九世紀中葉の教育制度改革におけ
る『批評集』」57-60、池田「敗北後のジノ
ヴィエフ――『ヴェ・イ・レーニン』構想
メモ」128-145） 
 
⑨ 森原隆編（中澤達哉ほか 18 名著）『ヨー
ロッパ・「共生」の政治文化史』成文堂、
2013、424（中澤「ハンガリー初期ジャコ
バン主義の「王のいる共和政」理論――近
代ヨーロッパ共和主義の多様性と共生の
諸形態」84-105） 

 
⑩ ケヴェール・ジェルジ（平田武訳）『身分
社会と市民社会――19 世紀ハンガリー社
会史』刀水書房、2013、xi＋338 

 
⑪ 塩川伸明ほか編（篠原琢、小森宏美ほか 8
名著）『ユーラシア世界５ 国家と国際関係』
東京大学出版会、2012、282（篠原「中央
ヨーロッパを思い出す」227-253、小森「国
と国際が溶解する空間としてのバルト地
域」95-117） 

 
⑫ 割田聖史『プロイセンの国家・国民・地
域――19世紀前半のボーゼン州・ドイツ・
ポーランド』有志舎、2012、xvi＋361 

 
⑬ 篠原琢編（小山哲ほか 12 名著）『ヨーロ
ッパ東部境界地域の共有遺産研究 I ガリ
ツィア』東京外国語大学、2011、179（小
山「「貴族の共和国」とウクライナ――植
民地的共和主義をめぐる覚え書」87-116） 

 
⑭ 小山哲・上垣豊・山田史郎・杉本淑彦編
（小山哲、吉岡潤ほか 38名著）『近現代（大
学で学ぶ西洋史）』ミネルヴァ書房、2011、
xiv＋403（小山「第一部総説 近世のヨーロ
ッパ」2-17；「第三章三節 東中欧・ロシア」
77-83、吉岡「第十章第三節 第二次世界大
戦」296-304） 
 
⑮ 仙石学・林忠行編（平田武、小森宏美ほ
か 8 名著）『ポスト社会主義期の政治と経
済――旧ソ連・中東欧の比較』北海道大学
出版会、2011、362（平田「「歴史の遺産」
とその影響――旧東欧諸国における政治
発展と制度選択・デモクラシー」19-48、小
森「エストニアとラトヴィアの政党政治比
較――歴史的要因としてのロシア語系住
民問題を軸に」203-231） 
 
〔その他〕 
特に言及するものはない。 
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